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ま
ず
初
め
に
、
令
和
６
年
能
登
半
島

地
震
に
遭
わ
れ
た
方
々
に
お
見
舞
い
を
申

し
上
げ
ま
す
。
ま
た
、
お
亡
く
な
り
に

な
ら
れ
た
方
々
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申

し
上
げ
ま
す
。

私
は
令
和
２
年
に
剣
道
連
盟
の
顧
問

医
師
と
な
り
ま
し
た
俵
で
す
。
私
自
身

も
、
三
日
間
の
ご
く
短
い
期
間
で
は
あ
り

ま
す
が
、
石
川
県
医
師
会
の
チ
ー
ム
に
所

属
し
門
前
地
区
で
の
医
療
支
援
に
従
事

致
し
ま
し
た
。
剣
道
を
含
め
た
日
常
生
活

を
営
め
る
こ
と
が
、
決
し
て
普
通
で
は
な

く
、
幸
せ
で
あ
る
と
痛
感
致
し
ま
し
た
。

医
師
と
い
う
職
業
を
選
ん
だ
私
が
、
ま

さ
か
35
歳
で
剣
道
を
再
開
す
る
と
は
思
っ

剣
道
と
の
「
再
会
」

（一財
）石
川
県
剣
道
連
盟

　
　

  

顧
問
医
師

　

俵　

広
樹

て
お
り
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
色
々
な
先
生

方
と
の
縁
が
あ
り
剣
道
と
「
再
会
」
す
る

こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

「
剣
道
っ
て
し
ん
ど
い
。
だ
か
ら
、
も
う

や
ら
ん
わ
。」

こ
れ
は
、
私
が
高
校
の
剣
道
部
を
引

退
す
る
と
き
に
強
く
思
っ
た
言
葉
で
す
。

し
か
し
一
浪
し
て
高
知
大
学
医
学
部
に
入

学
し
、
す
ぐ
に
医
学
部
剣
道
部
に
入
部
、

秋
に
は
体
育
会
剣
道
部
と「
二
刀
流
」
を

し
て
い
ま
し
た
。
大
学
の
６
年
間
は
学
業

そ
っ
ち
の
け
で
剣
道
と
飲
み
会
に
熱
中
し

て
い
た
私
は
、
卒
業
や
国
家
試
験
の
合
格

を
危
ぶ
む
両
親
に
相
当
心
配
を
か
け
て

い
ま
し
た
。

読
者
の
皆
様
も
、
剣
道
に
区
切
り
を
つ

け
る
こ
と
を
考
え
た
経
験
が
あ
る
の
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。
私
は
27
歳
ま
で
高
知

県
で
剣
道
を
続
け
、
石
川
県
に
戻
り
外

科
を
志
し
た
際
に
、
剣
道
を
辞
め
ま
し

た
。
24
時
間
病
院
か
ら
の
電
話
を
気
に

し
て
い
る
必
要
が
あ
る
こ
と
や
、
自
分
の

エ
ネ
ル
ギ
ー
の
全
て
を
費
や
さ
な
け
れ
ば

上
司
や
同
僚
に
つ
い
て
い
け
な
か
っ
た
こ
と

も
大
き
な
要
因
で
し
た
が
、
剣
道
を
続

け
る
理
由
が
な
か
っ
た
の
で
す
。

上
司
の
勧
め
で
ゴ
ル
フ
を
や
り
だ
し
て

い
た
私
と
剣
道
と
の
再
会
の
一
歩
目
は
、

剣
道
連
盟
顧
問
医
師
へ
の
就
任
で
し
た
。

恩
師
で
あ
る
近
藤
副
会
長
よ
り
直
接
ご

依
頼
を
頂
き
、
少
し
で
も
恩
返
し
が
で

き
れ
ば
と
お
受
け
し
ま
し
た
。
講
習
会

に
講
師
と
し
て
参
加
し
、
椿
先
生
を
は

じ
め
20
年
ぶ
り
に
多
く
の
先
生
方
と
再

会
し
、
自
分
の
中
で
剣
道
へ
の
欲
求
が
芽

生
え
始
め
て
し
ま
い
ま
し
た
。
医
師
と
し

て
10
年
が
経
過
し
、
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
を

変
え
る
た
め
に
職
場
も
変
わ
り
、
木
曜

日
に
時
間
が
取
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
し

た
。
金
沢
市
剣
道
連
盟
会
長
の
堀
内
先

生
か
ら
稽
古
に
お
誘
い
い
た
だ
き
、
剣
道

と
の「
再
会
」に
至
り
ま
し
た
。

各
種
の
大
会
に
出
場
し
た
り
、
芳
斉

剣
道
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
で
稽
古
を
し
た

り
、
母
校
の
泉
丘
高
校
に
顔
を
出
し
た

り
と
、
比
較
的
熱
心
に
稽
古
し
て
い
る

と
は
思
い
ま
す
が
、
こ
の
熱
量
で
剣
道
を

し
て
い
る
理
由
は
良
く
わ
か
り
ま
せ
ん
。

た
だ
、
剣
道
を
さ
れ
て
い
る
先
生
方
と
の

「
縁
」
に
よ
り
私
は
今
も
剣
道
が
出
来
て

い
ま
す
。
剣
道
は
競
技
で
は
あ
り
ま
す

が
、
そ
れ
以
上
に
人
間
形
成
を
重
視
し

ま
す
。
自
分
自
身
の
人
間
性
が
よ
り
良

く
形
成
さ
れ
て
い
る
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん

が
、
剣
道
人
と
の
「
縁
」
は
形
成
さ
れ
て

い
た
と
強
く
感
じ
ま
す
。
剣
道
と
「
再

会
」
さ
せ
て
く
れ
た
「
縁
」
に
深
く
感
謝

し
、
巻
頭
言
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
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全
剣
連
、全
国
都
道
府
県
剣
道
連
盟
、

そ
し
て
国
の
内
外
の
多
く
の
剣
友
の
皆

様
か
ら
心
温
ま
る
ご
支
援
を
い
た
だ
き
、

大
変
心
強
く
深
く
感
謝
の
念
で
いっ
ぱ
い

で
す
。
誠
に
有
り
難
う
ご
ざ
い
ま
す
。

こ
の
義
援
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
県
剣

道
復
興
、
被
災
会
員
の
た
め
に
有
効
に

使
わ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

　

中
谷
専
務

理
事
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、

大
変
ご
多
用

中
の
と
こ
ろ
、

遠
路
ご
来
県

い
た
だ
き
有

り
難
う
ご
ざ

い
ま
し
た
。

　

５
月
９
日
（
木
）、（
公
財
）全
日
本
剣

道
連
盟
が
能
登
半
島
地
震
の
被
災
地
・

剣
道
支
援
に
向
け
募
集
し
た
義
援
金
目

録
を
、
石
川
県
剣
道
連
盟
に
贈
呈
の
た

め
、
中
谷
行
道
専
務
理
事
が
来
県
さ
れ

ま
し
た
。

　

石
川
県
立
武
道
館
に
お
い
て
、
南　

信
廣
会
長
、
末
平
佑
二
相
談
役
、
宇
波

和
彦
専
務
理
事
が
出
迎
え
、
南
会
長
が

中
谷
専
務
理
事
か
ら
義
援
金
目
録
を
受

け
取
り
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
南
会
長
が
県
内
の
被
災
状

況
や
剣
道
の
活
動
状
況
に
つ
い
て
説
明
を

行
い
、
中
谷
専
務
理
事
か
ら「
剣
道
の
復

興
、
被
災
さ
れ
た
会
員
への
支
援
の
た
め

に
尽
力
を
お
願
い
し
ま
す
」
と
の
お
言
葉

を
頂
き
ま
し
た
。

　

本
連
盟
の
令
和
五
年
度
決
算
は
収

入
２
２
２
７
万
円
に
対
し
て
、
支
出

２
３
６
０
万
円
と
な
り
１
３
３
万
円
の

赤
字
と
な
り
ま
し
た
。
こ
れ
は
設
立

七
十
周
年
記
念
事
業
、
祝
賀
会
費
、
印

刷
製
本
費
、
報
償
費
等
に
よ
る
支
出

３
４
２
万
円
に
対
し
て
祝
賀
会
費
、
記

念
誌
販
売
に
よ
る
収
入
２
２
１
万
円
と

な
り
１
２
１
万
円
の
持
ち
出
し
と
な
っ
た

こ
と
が
主
因
で
す
。
そ
の
ほ
か
例
年
と
異

な
る
と
こ
ろ
は
、
十
月
か
ら
イ
ン
ボ
イ
ス

制
度
施
行
に
よ
り
全
日
本
剣
道
連
盟
に

納
め
る
審
査
・
登
録
料
が
預
か
り
金
扱
い

と
な
り
、
収
入
で
の
比
率
が一
割
減
少
と

な
り
ま
し
た
。

　

令
和
６
年
度
予
算
の
編
成
に
あ
た
って

は
、
本
県
で
令
和
７
年
に
開
催
さ
れ
る

全
日
本
東
西
対
抗
剣
道
大
会
の
準
備
の

た
め
、
視
察
関
係
費
を
組
み
入
れ
ま
し

た
。
ま
た
大
会
の
実
施
計
画
に
沿
っ
て
特

別
予
算
を
練
って
い
ま
す
。

こ
れ
か
ら
も
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
を
遵
守

し
、
会
員
の
皆
様
に
信
頼
さ
れ
、
開
か
れ

た
本
連
盟
会
計
執
行
に
努
め
て
参
り
ま

す
の
で
ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

全
剣
連
か
ら
義
援
金
目
録
受
領

全
剣
連
か
ら
義
援
金
目
録
受
領

  

事
務
局

事
務
局

令
和
５
年
度
決
算
を
終
え
て

令
和
５
年
度
決
算
を
終
え
て

  

会
計
理
事　
下
﨑

会
計
理
事　
下
﨑  

良
智
良
智

【
令
和
５
年
度
収
支
割
合
】

※
円
グ
ラ
フ
の
数
値
割
合
は
％
で
す

会費収入
9.6 

基本財産運用収入0.0 

審査料収入
23.7 

登録料収入
28.0

利息収入0.1 

広告料収入0.2 

補助金収入
 22.1 

講習会参加料収入
2.3 

大会参加料収入
2.3 

県連登録料収入
1.0 

雑収入
10.6 

収入の部￥22,277,907
審査・登録事業費
8.3 

支出の部
￥23,607,977

県内大会事業費
12.2 

県外大会事業費
15.8 

講習会事業費
5.6 功労者表彰事業費

0.5 

その他事業費
（70周年含）
16.6

広報誌作成事業費
0.7 

強化事業費
17.6

管理費
22.7
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４
月
７
日

（
日
）、
県
立

武
道
館
に
お

い
て
標
記
大

会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

大
会
に
先

立
ち
、
午
前

中
は
、
講
師

の
中
村
正
人
範
士
八
段
指
導
に
よ
る「
全

日
本
剣
道
連
盟
居
合
」
の
講
習
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。
そ
の
後
、
級
位
審
査
会
で

三
名
の
受
審
者
が
合
格
し
ま
し
た
。

　

午
後
は
、
居
合
道
大
会
が
行
わ
れ
、

開
会
に
あ
た
り
、
元
旦
に
発
生
し
た「
能

登
半
島
地
震
」
に
よ
り
亡
く
な
ら
れ
た

方
々
を
偲
び
黙
と
う
を
捧
げ
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、
公

開
演
武
と
し

て
、
石
川
県
剣

道
連
盟
杖
道

部
員
に
よ
る
全

日
本
剣
道
連

盟
杖
道
演
武
、

作
田
剛
也
教

士
七
段
、
山
口

　

３
月
10
日
（
日
）、
羽
咋
市
の
気
多
大

社
で
居
合
道
内
灘
教
室
が
奉
納
居
合
を

行
い
ま
し
た
。
こ
れ
は
１
月
に
行
う
予
定

で
し
た
が
、
能
登
半
島
地
震
の
発
生
に

よ
り
延
期
さ
れ
て
い
た
も
の
で
す
。
教
室

生
14
名
が

拝
殿
に
お
い

て
、
能
登
半

島
の
復
興

を
祈
願
し
、

奉
納
い
た
し

ま
し
た
。

　

６
月
２
日
（
日
）、尾
山
神
社
に
て「
居

合
道
奉
納
演
武
」が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
こ
の「
居
合
道
奉
納
演
武
」は
、
金
沢

市
剣
道
連
盟
主
催
に
よ
り
、
例
年
１
月

と
６
月
に
行
わ
れ
て
お
り
、昭
和
、平
成
、

令
和
と
永
き
に
亘
り
続
い
て
い
ま
す
。

春
夫
教
士
七
段
、
望
月
隆
教
士
七
段
、

内
灘
居
合
道
教
室
会
員
に
よ
る
無
双
直

伝
英
信
流
組
太
刀
（
太
刀
打
位
）
演
武

の
後
、
能
登
半
島
地
震
で
被
災
さ
れ
た

七
尾
教
室
か
ら
の
参
加
者
も
含
む
県
内

各
教
室
か
ら
の
参
加
者
の
下
、
段
外
～

六
段
の
６
部
門
に
よ
る
最
優
秀
選
手
選

考
演
武
に
よ
り
、
各
賞
が
選
考
さ
れ
ま

し
た
。
選
考
演
武
の
後
、
七
段
演
武
、
八

段
模
範
演
武
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

【
大
会
結
果
】

▽
六
段
の
部

最
優
秀
賞　

西
村
眞
人（
県
居
合
県
武
）

優
秀
賞　
　

高
柳
陽
一（
養
浩
館
居
合
）

▽
五
段
の
部

最
優
秀
賞　

田
中　

甚
（
県
警
）

▽
四
段
の
部

最
優
秀
賞　

北
村
啓
憲
（
内
灘
稽
古
会
）

優
秀
賞　
　

濱
井
勇
介
（
森
本
剣
友
会
）

▽
三
段
の
部

最
優
秀
賞　

最
上　

進
（
小
松
教
室
）

優
秀
賞　
　

山
下
修
二（
小
松
教
室
）

▽
初・二
段
の
部

最
優
秀
賞　

三
輪
利
子（
安
原
公
民
館
）

優
秀
賞　
　

高
山
秀
峰
（
七
尾
教
室
）

▽
段
外
の
部

最
優
秀
賞　

岩
本
華
穂
（
七
尾
教
室
）

優
秀
賞　
　

塩
田
祐
子（
内
灘
稽
古
会
）

第第
6161
回
石
川
県
居
合
道
大
会

回
石
川
県
居
合
道
大
会

  

居
合
道
委
員
会

居
合
道
委
員
会

気
多
大
社　
居
合
道
奉
納
演
武

気
多
大
社　
居
合
道
奉
納
演
武

  

居
合
道
内
灘
教
室

居
合
道
内
灘
教
室

尾
山
神
社　
居
合
道
奉
納
演
武

尾
山
神
社　
居
合
道
奉
納
演
武

  

居
合
道
委
員
会

居
合
道
委
員
会

　
コ
ロ
ナ
禍
に
よ
り
一
時
中
断
し
ま
し
た

が
、
昨
年
６
月
マ
ス
ク
を
し
て
何
と
か
再

開
。
本
年
正
月
に
も
更
な
る
飛
躍
を
期

し
開
催
予
定
の
と
こ
ろ
、
能
登
半
島
地

震
に
よ
り
中
止
と
な
り
ま
し
た
が
、
今

回
無
事
開
催
の
運
び
と
な
り
ま
し
た
。

　

金
沢
市
内
で
は
、
前
日
よ
り
加
賀
藩

祖
・
前
田
利
家
公
の
金
沢
入
城
を
祝
う

「
金
沢
百
万
石
ま
つ
り
」
が
行
わ
れ
、
６

月
の
演
武
は
奉
賛
行
事
の一つ
と
し
て
行

わ
れ
て
い
ま
す
。

　

石
川
県
剣
道
連
盟
居
合
道
部
も
開
催

に
協
力
、
県
内
８
教
室
か
ら
の
参
加
の

下
、
魔
を
打
ち
払
い
、
明
る
い
明
日
を
切

り
開
く
べ
く
、一振
り
一振
り
に
心
を
込
め

て
奉
納
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

被
災
さ
れ
た
皆
様
方
の一日
も
早
き
復

興
を
ご
祈
念
申
し
上
げ
ま
す
。
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５
月
５
日

（
日
）、
県

立
武
道
館
に

お
い
て
女
子

二
名
・
男
子

七
名
の
チ
ー

ム
編
成
に
よ

る
標
記
大
会

が
開
催
さ
れ

ま
し
た
。
元

旦
に
発
生
し
た
能
登
半
島
地
震
に
よ
り

被
害
の
大
き
か
っ
た
珠
洲
市
、
輪
島
市
、

鳳
珠
郡
が
出
場
を
見
合
わ
せ
る
中
、
今

大
会
か
ら
優
勝
チ
ー
ム
に
は
県
知
事
賞

　

４
月
13
日

（
土
）、
県

立
武
道
館
に

お
い
て「
令
和

６
年
能
登
半

島
地
震
」
の

被
災
地
か
ら

の
会
員
を
含

む
51
名
が
参

加
し
、「
春
の
剣
道
講
習
会
」
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。

　

藤
井
勝
司
教
士
八
段
が
講
師
を
務

め
、
剣
道
人
口
の
減
少
状
況
、「
暫
定
的

な
審
判
法
」
に
お
け
る
鍔
ぜ
り
合
い
等

の
諸
問
題
に
つ
い
て
、
講
話
が
あ
り
、
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
「
暫
定
的
な
審
判

法
」
の
反
則
や
判
定
基
準
に
つ
い
て
の
疑

問
点
な
ど
を
討
議
し
、
続
い
て
全
体
で
協

議
を
行
い
ま
し
た
。

　

そ
の
後
、「
木
刀
に
よ
る
剣
道
基
本
技

稽
古
法
」で
は
、指
導
に
当
た
って
の
ポ
イ

ン
ト
や
注
意
事
項
等
に
つ
い
て
実
技
を
交

え
た
説
明
を
受
け
、
午
前
の
部
を
終
了

し
ま
し
た
。

　

午
後
か
ら
は
「
日
本
剣
道
形
」
に
つ
い

て
、
初
め
に
講
師
か
ら
太
刀
の
形
七
本
と

小
太
刀
の
形
三
本
の
ポ
イ
ン
ト
と
留
意
点

の
説
明
が
行
わ
れ
、
こ
れ
に
基
づ
き
受
講

生
は
実
技
を
行
い
な
が
ら
、
講
師
に
不
明

な
点
を
積
極
的
に
質
問
す
る
な
ど
活
発

な
取
り
組
み
が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

終
了
後
は
、県
剣
連
の
稽
古
会
に
参
加

し
、気
持
ち
の
良
い
汗
を
流
し
ま
し
た
。

春
の
剣
道
講
習
会

春
の
剣
道
講
習
会  

普
及
委
員
会

普
及
委
員
会

第第
7272
回
郡
市
対
抗
剣
道
大
会

回
郡
市
対
抗
剣
道
大
会

県
知
事
賞
新
設

県
知
事
賞
新
設

  

事
業
委
員
会

事
業
委
員
会

（
優
勝
カ
ッ
プ
）
が
贈
呈
さ
れ
、
復
興
への

願
い
を
込
め
10
の
郡
市
剣
連
参
加
の
下
、

打
太
刀
谷
口　

智
教
士
七
段
、
仕
太
刀

米
山
友
博
教
士
七
段
に
よ
る
日
本
剣
道

形
の
演
武
を
皮
切
り
に
熱
戦
が
繰
り
広

げ
ら
れ
ま
し
た
。

試
合
結
果
は
以
下
の
と
お
り
で
す
。

　

優
勝　

羽
咋
郡
市

　

二
位　

河
北
郡
市

　

三
位　

金
沢
市

　

三
位　

加
賀
市
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登
中
学
校
教
諭
）
が
出
席
し
、
公
開
授

業
後
授
業
協
力
者
を
交
え
て
「
効
果
の

検
証
（
授
業
整
理
会
）」を
し
ま
し
た
。

　

生
徒
た
ち
は
、
武
道
の
授
業
と
い
う
こ

と
で
若
干
緊
張
し
た
様
子
が
見
ら
れ
ま

し
た
が
、
授
業
協
力
者
か
ら
の
声
掛
け

に
、
主
体
的
に
メ
リ
ハ
リ
良
く
行
動
す
る

場
面
が
見
ら
れ
、
前
時
で
学
習
し
た
所

作
事
の
確
認
や
友
達
と
の
対
話
的
な
学

び
に
向
け
て
、
協
力
し
て
授
業
に
臨
む
姿

が
見
ら
れ
ま
し
た
。

　

授
業
整
理
会
で
は
、授
業
協
力
者
か
ら

「
限
ら
れ
た
配
当
時
間
で
の
指
導
配
分

の
工
夫
、
運
動
量
を
ど
う
確
保
す
る
か

な
ど
課
題
も
見
え
て
き
た
が
、最
終
日
に

は
学
習
し
た
こ
と
の
達
成
感
や
発
表
会

で
武
道
へ
の
興
味
関
心
を
育
み
た
い
。」、

授
業
者
か
ら
は
「
専
門
家
の
言
葉
は
大

　

令
和
５
年
10
月
17
日
（
火
）、
穏
や
か

な
日
差
し
が
降
り
注
ぐ
志
賀
町
立
志
賀

中
学
校
で
、「
令
和
の
日
本
型
学
校
体
育

構
築
支
援
事
業
」が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

授
業
協
力
者
に
は
隣
接
す
る
羽
咋
市

在
住
の
本
吉
秀
嗣
氏
と
、
授
業
者
の
金

子
義
和
教
諭
が
テ
ィ
ー
ム
テ
ィ
ー
チ
ン
グ

を
組
み
、
２
年
２
組
30
名
の
生
徒
を
対

象
に
配
当
６
時
中
５
時
の
授
業
と
し
て
、

剣
道
の
所

作
事
を
振

り
返
り
な

が
ら
面
打

ち
の
基
本

ま
で
を
指

導
す
る
公

開
授
業

を
行
い
ま

し
た
。

　

参
加
者
に
は
、（
公
財
）
全
日
本
剣
道

連
盟
よ
り
常
任
理
事
軽
米
満
世
氏
（
普

及
委
員
会
学
校
教
育
部
会
委
員
長
）、

岩
脇
司
氏
（
普
及
委
員
会
学
校
教
育
委

員
、
小
松
市
立
芦
城
中
学
校
長
）、
南
信

廣
氏
（
県
剣
連
会
長
）、
中
央
オ
リ
エ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
受
講
者
本
吉
秀
充
氏
（
中
能

【
ス
ポ
ー
ツ
庁
委
託
事
業
】

【
ス
ポ
ー
ツ
庁
委
託
事
業
】

授
業
協
力
者
活
用
実
践
校
紹
介

授
業
協
力
者
活
用
実
践
校
紹
介

き
い
。
Ｔ
１
・
Ｔ
２
交
互
に
声
掛
け
す
る

こ
と
が
、
生
徒
の
集
中
力
持
続
を
感
じ

さ
せ
た
。」等
、
学
習
への
興
味
関
心
の
向

上
を
感
じ
る
声
が
聞
か
れ
ま
し
た
。

　

参
観
者
か
ら
は
、「
何
よ
り
も
大
き
な

声
が
出
て
お
り
、
生
徒
の
表
情
が
生
き

生
き
し
て
い
た
。」、「
所
作
事
に
重
点
を

置
い
た
点
が
良
か
っ
た
。
70
歳
に
し
て
打

ち
込
み
、
少
年
剣
道
指
導
の
実
績
が
あ

り
エ
ネ
ル
ギ
ー
も
感
じ
た
。」、「
シ
ュ
ー
ズ

の
並
べ
方
を
目
で
確
認
し
、
巡
回
個
別
指

導
に
至
る
ま
で
体
育
授
業
に
お
け
る
T1

と
T2
の
コ
ラ
ボ
が
見
事
だ
っ
た
。」
な
ど
、

授
業
協
力
者
と
授
業
者
と
の
役
割
分
担

と
連
携
を
評
価
す
る
声
が
聞
か
れ
、
限

ら
れ
た
時
数
で
運
動
量
を
上
げ
る
た
め

の
手
立
て
な
ど
へ
の
助
言
も
あ
り
、
次
に

つ
な
が
る
実
り
あ
る
授
業
整
理
会
と
な

り
ま
し
た
。

（
報
告
者
）ス
ポ
ー
ツ
庁
委
託
事
業

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー　

山
邉　

哲
夫

女
性
委
員
会
　

本
田
　
　
仁
美

２
月
17
～
18
日
、姫
路
市
で
開
催
さ
れ

た
標
記
講
習
会
に
堀
内
宏
子
先
生
と
参

「
第
15
回
女
子
剣
道
指
導
者

講
習
会
」
に
参
加
し
て

加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

私
は
前
年
も
同
じ
講
習
会
に
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
い
て
お
り
、
内
容
も
「
日
本

剣
道
形
」「
互
格
稽
古
・
指
導
稽
古
」「
木

刀
に
よ
る
剣
道
基
本
技
稽
古
法
」「
指
導

法
（
基
本
動
作
）」「
指
導
法
（
応
用
動

作
）」
と
同
じ
も
の
で
し
た
が
、「
繰
り
返

し
講
習
の
柱
と
な
る
大
切
な
事
で
あ
る

意
義
」を
感
じ
ま
し
た
。

日
本
剣
道
形
や
木
刀
に
よ
る
剣
道
基

本
技
稽
古
法
、
基
本
動
作
指
導
な
ど
の

実
践
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
山
中
洋
介
範

士
、
寺
地
里
美
教
士
な
ど
錚
々
た
る
顔
ぶ

れ
の
先
生
方
が
講
習
の
中
で
度
々
触
れ
ら

れ
た
の
は
、
立
ち
方
、
歩
き
方
、
座
り
方
、

木
刀
や
竹
刀
の
持
ち
方
、
剣
道
具
の
付
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中
央
審
査
合
格
体
験
記

「
剣
道
六
段
に
合
格
し
て
」

　

５
月
の
名
古
屋
審
査
会
で
、
六
段
合

格
の
栄
を
受
け
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
に
、

多
く
の
先
生
方
に
稽
古
を
つ
け
て
い
た
だ

き
、
ま
た
剣
道
仲
間
と
竹
刀
を
交
え
る

こ
と
で
、
合
格
に
至
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。
こ
の
紙
面
を
お
借
り
し
て
、
厚
く

お
礼
を
申
し
上
げ
ま
す
。

　
こ
の
間
、
剣
道
に
対
す
る
向
き
合
い
か

ら
、
所
作
事
、
姿
勢
、
着
装
な
ど
か
ら
、

技
術
面
な
ど
の
多
面
に
わ
た
り
、
学
ぶ

こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
先
生
方
の
厳
し

く
も
あ
り
、
愛
情
あ
ふ
れ
る
指
導
の
下

で
、
何
度
も
同
じ
こ
と
を
注
意
さ
れ
ま

し
た
が
、
す
ぐ
に
身
に
付
く
わ
け
で
も

な
く
、
地
道
に
教
え
て
い
た
だ
き
重
ね
て

感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
今
で
も
会
得
・
改

善
さ
れ
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、
今

後
も
先
生
方
の
教
え
を
吸
収
し
な
が
ら
、

自
分
自
身
が
工
夫
を
凝
ら
し
、
稽
古
に

内
灘
町

本
　
　
郁
夫

精
進
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
。

　

審
査
会
で
は
、
今
年
か
ら
か
、
六
段

審
査
の
受
付
時
間
が
「
51
歳
以
上
が
午

前
9
時
、
50
歳
以
下
が
午
後
12
時
半
」

に
変
更
と
な
り
、
前
日
か
ら
の
泊
ま
り

込
み
の
参
加
と
な
り
ま
し
た
。
実
技
審

査
で
も
、
年
齢
の
高
い
方
か
ら
の
順
に
な

り
ま
し
た
。
従
い
、
私
の
前
の
受
験
者

全
員
は
年
上
と
な
り
、
そ
の
様
子
を
見

る
こ
と
で
、
レ
ベ
ル
も
あ
る
程
度
把
握
す

る
こ
と
が
で
き
、
幾
分
気
が
落
ち
着
き
、

自
信
が
持
て
た
よ
う
で
す
。

　

実
技
審
査
で
は
、
発
声
と
立
ち
姿
勢
、

間
合
い
に
気
を
付
け
、
中
途
半
端
に
な

ら
な
い
よ
う
打
ち
切
る
こ
と
だ
け
を
意

識
し
た
結
果
、
2
回
の
審
査
と
も
満
足

の
い
く
立
会
い
が
で
き
ま
し
た
。

　

稽
古
会
で
は
、
石
川
県
剣
道
連
盟

稽
古
会
（
火
・
土
）、
金
沢
市
剣
道
連

盟
（
木
）、
内
灘
町
剣
道
連
盟
（
金
）

宝
達
志
水
町
（
土
）、
か
ほ
く
市
日
曜

会
（
日
）、
無
声
会
（
火
・
木
）、
彩
士

館
、
県
立
工
業
高
等
学
校
の
稽
古
会
に

精
力
的
に
参
加
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し

た
。
も
う
、
生
活
に
剣
道
が
ラ
イ
フ
ワ
ー

ク
と
し
て
組
み
込
ま
れ
ま
し
た
。

　

六
段
審
査
合
格
を
目
標
に
定
め
、
で

き
る
こ
と
の
全
て
を
集
中
し
て
、
本
気
で

取
り
組
ん
だ
こ
と
が
、
実
技
審
査
の
2

回
の
立
会
い
に
表
れ
た
も
の
と
思
っ
て
お

り
ま
す
。
こ
ち
ら
が
真
剣
に
な
れ
ば
な

る
ほ
ど
、
先
生
方
の
指
導
も
熱
心
に
応

え
て
く
れ
た
よ
う
に
感
じ
ま
し
た
。
結

果
と
し
て
六
段
の
段
位
を
い
た
だ
き
ま
し

た
が
、
そ
こ
に
至
る
ま
で
過
程
の
稽
古
で

学
ぶ
こ
と
が
多
く
、
充
実
し
た
稽
古
会

で
、
得
る
も
の
が
大
き
か
っ
た
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　

よ
く
、
ゴ
ル
フ
で
は
ス
コ
ア
１
０
０
を
切

る
く
ら
い
が
一
番
楽
し
い
、
と
い
う
言
葉

を
聞
き
ま
す
。
剣
道
六
段
が
ゴ
ル
フ
で

は
ど
れ
く
ら
い
に
な
る
か
、
わ
か
り
ま
せ

ん
が
、
汗
を
か
い
た
、
当
た
っ
た
、
楽
し

か
っ
た
、
と
い
う
自
己
本
位
剣
道
か
ら
、

六
段
の
段
位
に
ふ
さ
わ
し
い
気
位
・
品
格

を
身
に
着
け
、
凛
と
し
た
正
し
い
打
突
、

手
の
内
、
間
合
い
、
攻
め
、
所
作
、
姿

勢
が
き
ち
ん
と
自
然
体
で
現
れ
る
こ
と

が
目
下
の
目
標
で
す
。

　

合
格
後
、
稽
古
に
お
い
て
、
以
前
と

変
わ
っ
た
と
言
わ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま

す
。
竹
刀
と
の
間
合
い
が
感
じ
取
れ
る

よ
う
に
、
こ
ち
ら
の
見
え
る
景
色
が
変

わ
っ
た
よ
う
に
感
じ
ま
す
。
年
齢
的
に

も
体
力
の
ピ
ー
ク
を
過
ぎ
、
量
か
ら
質
、

研
究
・
工
夫
を
凝
ら
し
、
常
に
高
み
を

目
指
し
な
が
ら
、
生
涯
剣
道
と
し
て
剣

道
を
楽
し
ん
で
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り

ま
す
。

け
方
や
外
し
方
な
ど
、
細
か
い
所
作
ま
で

気
を
遣
え
と
い
う
こ
と
で
し
た
。

寺
地
講
師
が
「
み
な
さ
ん
指
導
者
な
の

で
す
か
ら
、
面
紐
は
後
ろ
で
解
い
て
く
だ

さ
い
ね
。」と
お
っ
し
ゃっ
た
時
、
そ
れ
ま
で

前
で
解
い
て
い
た
私
は
ハッ
と
し
ま
し
た
。

指
導
者
の
所
作
を
見
て
、
子
ど
も
た
ち

は
真
似
を
す
る
。
正
し
く
教
え
る
た
め

に
は
、ま
ず
は
自
ら
が「
正
し
く
振
舞
う
」

「
正
し
い
剣
道
を
す
る
」。
そ
れ
が
松
田

勇
人
範
士
が
前
回
も
今
回
も
お
っ
し
ゃっ
た

『
示
範
』
で
あ
り
、
そ
の
た
め
に
は
自
分

自
身
が
し
っ
か
り
と
「
正
し
さ
」
を
意
識

し
、
学
び
、
稽
古
を
積
ま
な
く
て
は
な
ら

な
い
と
改
め
て
思
い
ま
し
た
。

子
ど
も
た
ち
が
剣
道
を
続
け
る
た
め

に
は
、
自
分
も
そ
う
だ
っ
た
よ
う
に
「
稽

古
が
楽
し
い
と
思
え
る
こ
と
」「
勝
つ
喜
び

を
知
る
こ
と
」
は
と
て
も
大
き
な
要
素
で

す
が
、
小
さ
い
子
ど
も
だ
か
ら
と
礼
法
や

「
心
技
体
」
の
「
心
」
を
お
ざ
な
り
に
せ

ず
、
優
し
い
中
に
も
厳
し
い
と
こ
ろ
は
厳

し
く
で
き
る
指
導
者
で
あ
り
た
い
と
思
い

ま
す
。

最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
震
災
被
害

間
も
な
い
石
川
県
か
ら
の
参
加
と
い
う
こ

と
で
、
先
生
方
や
全
剣
連
の
方
々
、
他
の

受
講
者
の
み
な
さ
ん
か
ら
多
く
の
温
か
い

お
言
葉
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
に
深
く

感
謝
し
、
今
後
の
励
み
と
い
た
し
ま
す
。
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男
子
団
体
　
羽
咋
工
業
高
等
学
校

監
督
　
田
畑
　
武
志

令
和
６
年
度
全
国
高
等
学
校
剣
道

大
会
（
大
分
県
大
分
市
開
催
）
に
二
年

連
続
13
回
目
の
出
場
を
す
る
こ
と
が
出

来
ま
し
た
。

元
旦
の
能
登
半
島
地
震
に
お
け
る
一

か
月
以
上
に
及
ぶ
避
難
所
生
活
や
断
水

生
活
を
乗
り
越
え
て
の
出
場
と
な
り
、

出
場
決
定
後
の
部
員
の
練
習
に
対
す
る

高
い
意
識
と
意
気
込
み
を
日
々
感
じ
て

い
ま
す
。

羽
咋
工
剣
道
部
は
創
部
以
来
歴
代
の

諸
先
生
方・先
輩
方
が
大
切
に
し
て
き
た

「
剣
気
不
屈
」
の
部
訓
の
意
義
を
練
習

前
に
唱
和
し
、
志
気
を
高
め
た
う
え
で

稽
古
を
実
施
し
て
い
ま
す
。
練
習
内
容

は
素
振
り
・
切
り
返
し
・
打
ち
込
み
・
懸

か
り
稽
古
・
稽
古
と
シ
ン
プ
ル
な
練
習
で

す
が
「
剣
気
な
く
し
て
剣
道
な
し
」
と

い
う
言
葉
を
常
に
心
に
秘
め
て
修
練
し

て
い
ま
す
。

今
回
の
出
場
に
際
し
、
先
輩
方
が
築

か
れ
た
昭
和
41
年
度
岩
手
県
イ
ン
タ
ー

ハ
イ
で
の
男
子
団
体
ベ
ス
ト
16
を
超
え

る
結
果
が
残
せ
る
よ
う
生
徒
と
と
も
に

女
子
団
体
　
金
沢
高
等
学
校
　

監
督
　
土
居
　
裕
佳

先
日
の
県
総
体
、
ま
た
北
信
越
総
体

に
お
い
て
女
子
団
体
個
人
共
に
優
勝
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
日
頃
か
ら
応
援

し
て
く
だ
さ
る
方
々
や
中
学
時
ま
で
彼

女
た
ち
を
大
切
に
育
て
て
く
だ
さ
っ
た
先

生
方
に
改
め
て
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

全
国
高
校
総
体

　
　
　
　
出
場
校
の
横
顔

新
年
度
以
降
、
本
当
に
成
し
遂
げ
た

い
目
標
は
な
に
か
、
そ
の
た
め
に
ど
う

し
て
い
く
べ
き
な
の
か
と
い
う
彼
女
た
ち

の
強
い
意
志
が
あ
っ
て
進
ん
で
く
る
こ
と

が
で
き
ま
し
た
。
日
本
一に
ふ
さ
わ
し
い

チ
ー
ム
に
な
る
こ
と
は
簡
単
な
こ
と
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
そ
こ
を
目
指
す
こ
と

に
こ
だ
わ
り
、
心
技
体
全
て
に
お
い
て
必

要
な
こ
と
を
日
々
積
み
上
げ
て
い
ま
す
。

北
信
越
優
勝
後
も
一
喜
一
憂
す
る
こ
と
な

く
更
な
る
高
み
を
目
指
す
姿
に
は
、
人

と
し
て
の
強
さ
や
逞
し
さ
も
感
じ
て
い

る
と
こ
ろ
で
す
。

日
一々
生
懸
命
稽
古
に
精
進
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

能
登
半
島
地
震
に
よ
り
今
も
な
お
避

難
生
活
を
余
儀
な
く
さ
れ
て
い
る
方
々

が
お
ら
れ
る
中
、
私
た
ち
が
で
き
る
こ

と
は
剣
道
を
頑
張
る
こ
と
で
す
。
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
で
は
、
県
勢
初
の
優
勝
を
本
気

で
獲
り
に
い
き
ま
す
。
私
自
身
が
十
一

年
前
に
見
る
こ
と
が
で
き
た
日
本
一の
景

色
を
、
今
度
は
彼
女
た
ち
と
見
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
、
監
督
と
し
て
最
善
を

尽
く
し
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。
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【
全
国
大
会
等
記
録
】（
１
～
６
月
）

第
33
回
北
信
越
高
等
学
校
新
人
剣
道
大
会

２
月
３
～
４
日
、富
山
県
西
部
体
育
Ｃ

◇
男
子
団
体

　
▽
準
々
決
勝

　
　

敦　
　

賀　

③
―
１　

金
沢
桜
丘

　
　

丸　
　

岡　

③
―
２　

羽
咋
工
業

◇
女
子
団
体

　
▽
準
々
決
勝

　
　

金　
　

沢　

③
―
１　

北　
　

陸

　
▽
準
決
勝

　
　

五　
　

泉　

①
―
０　

金　
　

沢

第
33
回
全
国
高
等
学
校
剣
道
選
抜
大
会

３
月
26
～
28
日
、春
日
井
市
総
合
体
育
館

◇
男
子
団
体
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

　
▽一
回
戦

　
　

高
千
穂（
宮
崎
）②
―
０
金
沢
桜
丘

◇
女
子
団
体
ト
ー
ナ
メ
ン
ト

　
▽一
回
戦

　
　

東
海
大
相
模（
神
奈
川
）代
①
―
１
金
沢

第
46
回
全
国
ス
ポ
ー
ツ
少
年
団
剣
道
交
流
大
会

３
月
29
～
31
日
、群
馬
綜
合
Ｓ
Ｃ

◇
個
人
戦
▽
女
子
の
部

　

第
二
位　

桜
木　

佑
圭（
中
能
登
中
）

第
22
回
全
日
本
選
抜
八
段
優
勝
大
会

４
月
21
日
、名
古
屋
市
中
村
Ｓ
Ｃ

　
▽一
回
戦

　
　

竹
内　

司（
岡
山
）ト
―　

杉
本　

卓
也

第
71
回
全
日
本
都
道
府
県
対
抗
剣
道
優
勝
大
会

４
月
29
日
、エ
デ
ィ
オ
ン
Ａ
大
阪

　
▽一
回
戦

　
　

大　
　

分　

４
―
１　

石　
　

川

第
48
回
東
北
日
本
居
合
道
大
会

５
月
26
日
、燕
市
体
育
セ
ン
タ
ー

◇
七
段
の
部

　
▽
優
秀
賞

　
　

作
田 

剛
也（
小
松
居
合
道
稽
古
会
）

　
　

北
川
裕
美
子（
金
沢
梅
鉢
稽
古
会
）

◇
五
段
の
部

　
▽
優
秀
賞

　
　

川
上 

照
子（
白
山
市
剣
道
連
盟
）

第
62
回
北
信
越
高
等
学
校
剣
道
大
会

６
月
14
～
16
日
、長
野
市
真
島
総
合
Ｓ
Ａ

◇
男
子
個
人

　
　

優　

勝　

森　

 

健
真（
羽
咋
工
業
）

　
　

第
三
位　

藤
井
啓
士
朗（
金
沢
桜
丘
）

◇
女
子
団
体
▽
準
々
決
勝

　
　

金　
　

沢　

②
―
０　

富
山
北
部

　
▽
準
決
勝

　
　

金　
　

沢　

②
―
０　

新
潟
青
陵

　
▽
決
勝

　
　

金　
　

沢　

②
―
１　

五　
　

泉

◇
女
子
個
人

　
　

優　

勝　

亀
井　

琴
葉（
金
沢
）

　
　

準
優
勝　

松
生　

惟
里（
羽
咋
） 

　
　

第
三
位　

氣
谷　

妃
風（
金
沢
）

◇
剣
道

　

▽
七
段　

尾
﨑　

泰
之　
　

浦　
　

 

章

　
　
　
　
　

針
原　

直
孝

　

▽
六
段　

橋
本　

隆
志　
　

桶
田　

順
平

　
　
　
　
　

山
西   　

寿　
　

本　
　

郁
夫

◇
居
合
道

　

▽
錬
士　

越
野　

美
喜

 

中
央
審
査
会
合
格
者

６
月
９
日
（
日
）、
大
阪
市
立
修
道
館
に

お
い
て
第
61
回
大
阪
杖
道
大
会
が
開
催

さ
れ
ま
し
た
。
10
府
県
１
２
０
名
の
杖

友
が
参
加
し
、
当
日
の
参
加
選
手
で
打

太
刀
と
ペ
ア
を
組
み
、
杖
道
（
仕
杖
側
）

の
技
を
競
い
ま
し
た
。
初
段
か
ら
六
段

の
部
で
個
人
戦
が
行
わ
れ
、
初
段
の
部

で
中
明
美
さ
ん
（
白
山
市
）
が
優
勝
し

ま
し
た
。

大
阪
杖
道
大
会
入
賞
結
果

大
阪
杖
道
大
会
入
賞
結
果

  

杖
道
委
員
会

杖
道
委
員
会


